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ｃ）Ⅲ区

Ⅲ区からは21軒の住居跡が検出されている。

第21号住居跡（第355図～第357図）

Ｈ・Ｉ－23区に位置する。平面形は長径3.96

ｍ、短径3.96ｍ、深さ0.35ｍの不整円形を呈する。　　

壁溝は検出されなかった。壁は床面から皿状に

緩く立ち上がる。

柱穴は８基検出され、覆土、重複状況、深さ及

び配置から新旧の２時期に分けられるようである。

新規の主柱穴はＰ１、２、４、８の４基の４本柱

で、古い段階ではＰ１、８が兼ねていると仮定し

て、Ｐ３、５と組んで４本主柱の住居跡になると

想定できる。

主柱穴の深さは、Ｐ１＝64㎝、Ｐ２＝52㎝、

Ｐ３＝65㎝、Ｐ４＝62㎝、Ｐ５＝75㎝、Ｐ８＝

77㎝である。

炉跡は、地床炉で住居跡のほぼ中央部に検出さ

れた。北西方向に細長い楕円形で、長径59㎝、短

径45㎝、深さ12㎝を測る。炉の直上に大きな礫

が４点、炉跡を覆うように設置されていた。石囲

炉の炉石が動いたものとして調査を進めたが、炉

の廃絶に伴って、炉を閉塞するように石組を行っ

たものと判断した。また、炉床は２段の掘り込み

状を呈しており、深い方の掘り込みは埋設土器を

抜き取った可能性があり、その上に石組が行われ

ていたような状況である。したがって、住居跡は

炉の２回の構築や主柱穴の建て替え等を合わせる

と、１回建て替えられた可能性が高い。

埋甕は検出されなかった。

住居跡は、形状や覆土出土土器からおよそ勝坂

式中段階の所産と判断される。

遺物は第356図１～第357図40の土器類、石器

類が出土した。

土器は１～33である。１は口縁が内湾して開

くキャリパー形の深鉢で、口縁部に捻りの加わっ

た非対称の「α」状把手を付け、足長の縦位沈線

を伴う蓮華状文を施文する。

２は頸部で括れ、胴部が膨らむ器形で、胴部に

隆帯で区画文を施し、隆帯脇に幅広の押引爪形文

を施文し、小波状沈線文を沿わせている。

破片では、３～12は阿玉台式系土器と思われ

る。３は口縁部に襞状整形痕を残し、口縁部から

隆帯文を垂下している。貼付した低隆帯を潰して

作り出すような襞状文であり、シャープさがない。

４、５は隆帯でモチーフを描くが、５は雲母を

含んでいる。

６は扇状把手部と思われ、口縁部に垂下する隆

帯には輪積み状の整形を施しており、口縁部の区

画内には蛇行の結節沈線や並行結節沈線を充填施

文する。阿玉台Ⅰｂ式～Ⅱ式に比定されよう。雲

母を含む。

７は断面三角形状の隆帯で区画し、隆帯脇に小

継状の波状沈線を施文する。雲母を含み、阿玉台

Ⅱ式に比定されよう。

８は条線文を施文する阿玉台式系の土器であ

るが、雲母は含まれない。阿玉台Ⅱ～Ⅲ式並行期

と思われる。

9～ 12は角押文状の結節沈線文を施文する土

器群で、９は口縁部区画に下からの刺突文、頸部

区画隆帯脇に横位の結節沈線文を施文する。10

は２本並列で波状文を描き、11は区画隆帯脇に

施文する。12は肥厚する幅狭な口縁部の区画文

の縁を刻むように施文している。およそ阿玉台Ⅱ

式並行期に位置付けられようか。

13、14は勝坂式古段階の土器群で、三角押文

や円形刺突文を施文する新道式段階の土器群であ

る。13は外反する口唇部下に、区画としてやや

大振りの三角押文を施文する。14は外傾する口

唇部が角頭状を呈し、口唇上にも結節沈線を巡ら

せる。口縁部には結節沈線を伴う隆帯で鋸歯状の

区画を施し、区画内に円形刺突文を充填している。

15～ 21は隆帯の区画文に沿って幅広の細かな

爪形文を施文する土器群で、爪形文の脇にはペン

先状刺突の結節沈線や鋸歯状文を沿わせている。
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第355図　第21号住居跡（１）

－ 438 －



芦苅場遺跡

第356図　第21号住居跡（２）・出土遺物（１）
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第357図　第21号住居跡出土遺物（２）
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18～ 21は爪形文がやや大きいが、ペン先状の

結節沈線を施文し、また、隆帯上に刻みはない。

新道式の新しい段階であろうか。

22は隆帯脇に同様な爪形文を施文しているが、

蓮華状文となり、隆帯上には刻みを施している。

藤内式段階となろう。

23、28は半截竹管状工具の平行沈線でパネル

状区画文を施す藤内式土器で、25～ 27も同時期

のものであろう。27は若干新しくなる可能性もある。

29～ 32は頸部で括れ口縁部が開く無文の深鉢

形土器で、30～ 32は波状口縁である。31、32は

同一個体である。

33は底部破片である。

石器は34～ 40が出土した。

34～ 39は打製石斧である。34が楕円形を、35

～ 37が撥形を呈する。このうち、34のみが片刃で、

その他は両刃である。38が基部片、39は片刃の

打製石斧である。

40は自然礫を用いた磨石である。

第22号住居跡（第358図～第370図）

Ｊ－22区に位置する。平面形は北東方向に若

干細長い隅丸方形に近い不整円形で、長径5.94

ｍ、短径5.55ｍ、深さ0.45ｍを測る。

壁溝は、重複しながら３本検出された。壁溝

１は一番外側で、最終段階の住居跡の壁溝である。

壁溝２は壁溝１の内側にあり、北東壁で壁溝１と

一部重複する。壁溝３は大部分が壁溝２と重複し

ており、南西側の壁溝のみ独立している。

柱穴は合計32基が検出された。重複している

ものが多く、それぞれの壁溝に伴うものを限定す

るのは大変困難であるが、覆土、重複状況、深さ

及び配置から主柱穴と思われるものを想定した。

壁溝が３本あることから、少なくとも２回の

建て替えがあり、それぞれの建て替えの段階に１、

２回の柱の移動が観察される。

最終段階の住居跡の柱は、壁溝２を壊して掘ら

れており、その位置関係で柱穴を探すとＰ１、２、

３、４、31、６、７、８、11、12、13、14が候

補となる。ピットの切り合い関係はほとんどない

が、Ｐ７、８が重複し、Ｐ７の方が新しいことが

判明している。したがって、同様な覆土と配置関

係から、最新段階の住居跡の柱穴は、Ｐ１、３、

31、７、12、13の６基と推定した。その前の段

階としては、Ｐ２、４、６、８、11、14の６基

が想定される。したがって、壁溝１に伴うであろ

う主柱は６本柱で、１回の建て替えを含む、２回

の建築が行われたと判断される。

第154表　第21号住居跡出土石器観察表（第357図）

第153表　第21号住居跡出土復元土器観察表（第356図）

第152表　第21号住居跡柱穴計測表（第355図）

ピット№長径(cm)深さ(cm)ピット№長径(cm)深さ(cm)ピット№長径(cm)深さ(cm)ピット№長径(cm)深さ(cm)ピット№長径(cm)深さ(cm)

Ｐ１ 31.0 64.0 Ｐ２ 32.0 52.0 Ｐ３ 35.0 65.0 Ｐ４ 29.0 62.0 Ｐ５ 29.0 75.0 

Ｐ６ 27.0 51.0 Ｐ７ 27.0 47.0 Ｐ８ 37.0 77.0 

番号 器高(㎝) 口径(㎝) 最大径(㎝) 底径(㎝) 備 考 番号 器高(㎝) 口径(㎝) 最大径(㎝) 底径(㎝) 備 考

356-1 [8.8] (19.6) (22.0) - 10% 356-2 [16.0] - [22.0] - 10%

 番　号 器　種 分類 石　材 長さ(㎝) 幅(㎝) 厚さ(㎝) 重量(ｇ) 備　考

 357 - 34 打製石斧 Ⅰ①ア 頁岩 11.5 [5.2] 1.6 97.3 

35 打製石斧 Ⅱ2①イ ホルンフェルス 9.7 4.7 1.1 58.2 

36 打製石斧 Ⅲ2①イ 頁岩 9.7 [5.5] 1.7 83.6 

37 打製石斧 Ⅲ2②ア ホルンフェルス [10.8] 5.2 2.5 160.3 

38 打製石斧 Ⅴ②イ ホルンフェルス [7.9] [5.1] 1.8 83.5 

39 打製石斧 Ⅲ2②イ ホルンフェルス [10.7] 6.0 2.3 155.4 

40 磨石 Ⅱ1-3①イ 砂岩 14.5 7.8 5.8 849.3 
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第358図　第22号住居跡（１）
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第359図　第22号住居跡（２）
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壁溝２に伴う柱穴は、壁溝の内側に存在する

ものであることから、Ｐ22、15’、６’、９、10、

20の６基が抽出される。Ｐ10とＰ20の間隔が狭

いことや、配置を考慮すると、Ｐ20を除くＰ22、

15’、６’、９、10の５本主柱が想定される。

壁溝３に伴う柱穴は、壁溝３の内側にある柱穴

で、Ｐ18、24、25、15、29、５、５’、16、17が

抽出される。Ｐ18以外は、深浅はあるが２穴で

重複するものが多く、建て替えを行っている可能

性が高い。これらの柱穴を整理して、Ｐ24、15、５、

16を中心とする４本主柱を壁溝３の住居跡と想

定し、少なくとも１回の建て替えを含む、２回以

上の建築が行われたと判断しておきたい。

主柱穴の深さは、Ｐ１＝56㎝、Ｐ２＝62㎝、

Ｐ３＝65㎝、Ｐ４＝49㎝、Ｐ５＝54㎝、Ｐ５’

＝61㎝、Ｐ６＝63㎝、Ｐ６’＝67㎝、Ｐ７＝66

㎝、Ｐ８＝49㎝、Ｐ９＝47㎝、Ｐ10＝60㎝、Ｐ

11＝58㎝、Ｐ12＝56㎝、Ｐ13＝66㎝、Ｐ14＝58㎝、

Ｐ15＝51㎝、Ｐ15’＝63㎝、Ｐ16＝47㎝、Ｐ22

＝67㎝、Ｐ24＝13㎝、Ｐ31＝41㎝である。

炉は中央部やや北寄りに位置し、長径1.46ｍ、

短径0.92ｍ、深さ0.52ｍを測る北東方向に細長

い不整楕円形を呈した、石囲炉である。炉は７個

の礫で囲まれており、南東側の入り口方向に面す

る位置に柱状で平らな面を上にした礫が設置され

ていた。明らかに方向性を示すものと思われる。

石囲炉は最終住居跡の炉であり、精査の結果、

８箇所の炉床を確認した。その内、炉跡５からは

壊されているが埋設土器である勝坂式土器が出土

した。

埋甕は検出されなかった。

以上、住居跡は炉が８回作り替えられており、

壁溝と柱穴の関係から少なくとも５回以上の住み

替えが把握された。炉内から勝坂式土器の埋甕が

出土し、覆土から加曽利ＥⅠ式土器までが出土す

ることを考慮すると、勝坂式新段階から終末期、

または加曽利ＥⅠ式後半期にかけて、継続性は証

明されないが、同じ場所で何回にもわたって建て

替えを行い、住み続けていたことが理解される。

遺物は第362図１～第370図101の土器類、石器

類が出土した。住居跡中央部の炉の直上あたりに

多くの土器が出土しており、第363図９は底部を

欠くが、炉の上に倒置の状態で出土した。

土器は１～67である。

23、24は炉から、25はＰ２、26、27はＰ３、

28はＰ４、29はＰ４、30はＰ14、31、32はＰ22、

33はＰ23からの出土である。

１は炉体土器である。胴部の約半分が現存す

る。刻み隆帯で胴部を区画し、区画内に隆帯の渦

巻文を施文する構成で、余白に集合沈線や三叉文

を施文する。勝坂式新段階のものと思われる。

２は口縁部が括れて強く外反する器形であり、

屈曲する口縁部に口唇部から「Ｕ」字状の貼付文

を垂下する。胴部地文は撚糸文Ⅼである。

３はやや器形の把握が難しいが、口縁部の屈曲

する多喜窪タイプの土器と思われ、口縁部に幅広

低隆帯で渦巻文や三角形区画文を施文し、頸部と

の屈曲部には蛙口状の区画文を連結するモチーフ

構成をとる。頸部と垂下する隆帯には「ハ」字状

刻みを施す。地文には撚糸文Ⅼを施文する。

第155表　第22号住居跡柱穴計測表（第358・359図）

ピット№長径(cm)深さ(cm)ピット№長径(cm)深さ(cm)ピット№長径(cm)深さ(cm)ピット№長径(cm)深さ(cm)ピット№長径(cm)深さ(cm)

  Ｐ１ 49.0 56.0 Ｐ２ 49.0 62.0 Ｐ３ 41.0 65.0 Ｐ４ 64.0 49.0 Ｐ５ (23.0) 54.0 

  Ｐ５′ 42.0 61.0 Ｐ６ (22.0) 63.0 Ｐ６′ 32.0 67.0 Ｐ７ 44.0 66.0 Ｐ８ 59.0 49.0 

  Ｐ９ 42.0 47.0 Ｐ10 41.0 60.0 Ｐ11 (32.0) 58.0 Ｐ12 38.0 56.0 Ｐ13 49.0 66.0 

  Ｐ14 48.0 58.0 Ｐ15 (19.0) 51.0 Ｐ15′ 34.0 63.0 Ｐ16 42.0 47.0 Ｐ17 (27.0) 29.0 

  Ｐ18 40.0 69.0 Ｐ19 29.0 50.0 Ｐ20 43.0 38.0 Ｐ21 33.0 37.0 Ｐ22 47.0 67.0 

  Ｐ23 55.0 10.0 Ｐ24 43.0 13.0 Ｐ25 52.0 5.0 Ｐ26 38.0 10.0 Ｐ27 36.0 55.0 

  Ｐ28 40.0 48.0 Ｐ29 (9.0) 12.0 Ｐ30 27.0 35.0 Ｐ31 49.0 41.0 Ｐ32 28.0 12.0 
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４は頸部を押圧隆帯で区画し、胴部に垂下する

沈線文を施文する。非常に器壁が薄く、曽利系の

土器であろうか。

５は加曽利ＥⅠ式キャリパー形深鉢で、箱状把

手の付く口縁部である。把手には円窓が空く。

６～11は加曽利ＥⅠ式キャリパー形深鉢形土

器である。６は口縁部が大きく開く器形の大形の

土器である。隆帯で細かな渦巻文を連結するモ

チーフを描き、頸部に４本沈線の小波状文を施文

する。地文には撚糸文Ⅼを施文する。

７は無文で幅広の口唇部が開きながら立ち、内

湾する口縁部に２本隆帯の先端が渦を巻く渦巻文

を横位連結するモチーフを描いている。地文は撚

糸文Ⅼの横走施文である。

８は内湾して開く口縁部に、２本隆帯の渦巻文

を横位連結するモチーフを施文する。頸部を幅広

い無文帯とし、口縁部の地文に撚糸文Ⅼを施文する。

９は先端が渦を巻く２本隆帯の渦巻文を、弧状

及び横「Ｓ」字状に連結し、一部剣先状となる部

分がある。地文は単節ＲＬを、口縁部で横位施文、

胴部で縦位施文する。

10は４単位の突起を有する平口縁で、突起下か

ら派生する２本隆帯の渦巻文を弧状に繋げている。

繋弧文となる前段階の構成と思われる。地文は撚

糸文Ⅼである。

11、12は深鉢の胴部で、11は頸部区画隆帯か

ら垂下する渦巻文と、垂下する隆帯懸垂文を連結

するモチーフを描いている。地文は撚糸文Ⅼであ

る。12は地文の上に蛇行する隆帯のみ垂下する

ものである。地文は撚糸文Ⅼである。

13は胴下半部を欠損するが、頸部に幅広の無文

帯を設定するキャリパー形深鉢である。口唇部に

双頭状の突起を付け、口縁部に隆帯で渦巻文を含

む重弧文を施文する、曽利式系の土器である。頸

部は地文の撚糸文Ⅼを磨り消して、無文部を作り

出している。

14～ 19は底部で、14は単節ＲＬ縄文の縦位施

文、他は撚糸文Ⅼを施文する。

20～ 22は浅鉢である。20は頸部に眼鏡状把手

を付け、胴部文様帯に楕円区画文を配し、沈線を

充填する。21は頸部で括れて短い無文の口縁部

が外反する、浅鉢である。22は口縁部が内湾し

て開く器形で、波状部にハート形の沈線文を施文

する。

破片では、34～ 37は角押文や三角押文、キャ

タピラ文を施文する勝坂式古段階の土器群である。

38は幅広の爪形文を施文する勝坂式中段階の藤

内式段階であろう。

39～ 49は勝坂式新段階のもので、39、42、46

などは終末期段階のものであろう。

50～ 61は加曽利Ｅ式キャリパー形深鉢形土器

の口縁部破片で、加曽利ＥⅠ式前半段階の土器群

である。50は横「Ｓ」字状文が左右に連結して

おらず、古い様相を有する。51～ 55は「Ｓ」字

状文が大きな渦を巻くようになり、左右の連結が

明らかになるもので、やや新しい様相が見られる。

58は２本隆帯の先端部が渦を巻くもので、弧状

に連結されることかさらに新しい様相と言えよう。

いずれも地文に撚糸文を施文している。

62、63は幅狭の口縁部の下端が突出し頸部で

括れる土器であり、中峠式系の要素であろうか。

64は平行沈線で胴部を区画して、波状沈線を施

文し、地文に単節ＲＬ縄文を横位施文することか

ら、勝坂式土器と思われる。

65は垂下沈線を全面に施文し、半隆帯状を呈す

る。曽利式系の要素と思われる。

66、67は幅広の低隆帯でモチーフを描く浅鉢

である。

土製品は、ミニチュア、耳飾り、土製円盤が出

土した。68はミニチュア土器の口縁部で、小さ

な壷形を呈する。

69は耳飾りで、完形品である。鼓形を呈する。

70～ 74は土器片を利用した、土製円盤である。

石器は75～ 101が出土した。
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第360図　第22号住居跡遺物出土状況（１）
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第361図　第22号住居跡遺物出土状況（２）
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第362図　第22号住居跡出土遺物（１）
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第363図　第22号住居跡出土遺物（２）
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第364図　第22号住居跡出土遺物（３）
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第365図　第22号住居跡出土遺物（４）

第156表　第22号住居跡出土復元土器観察表（第362～ 365図）

番号 器高(㎝) 口径(㎝) 最大径(㎝) 底径(㎝) 備 考 番号 器高(㎝) 口径(㎝) 最大径(㎝) 底径(㎝) 備 考

362-1 [17.8] - 20.8 - 40% 364-12 [11.8] - 16.0 - 30%

    2 [16.5] 24.2 - - 40%     13 [23.8] 25.8 - - 60%

    3 [30.2] (29.2) (44.6) - 30%     14 [14.1] - - 10.5 40%

    4 [20.0] - 19.2 6.8 70%     15 [12.5] - - 10.7 20%

    5 [14.6] - - - 10% 365-16 [11.4] - 15.2 10.0 20%

363-6 [26.5] (52.8) (54.4) - 30%     17 [5.0] - 12.4 8.9 10%

    7 [10.7] (28.2) - - 20%     18 [3.9] - - 9.4 10%

    8 [15.3] (23.4) - - 30%     19 [6.2] - 10.4 7.8 10%

    9 [15.6] 23.2 (25.8) - 50%     20 [21.9] (45.4) - - 30%

    10 [11.5] 20.4 - - 50%     21 [16.3] (34.6) - - 20%

364-11 [32.7] - (31.8) - 40%     22 11.2 19.1 - 8.2 60%

75～ 77は石鏃である。このうち、76が先端を、

77が脚部を欠いている。77は正面左脚部が根元

から、右脚部は先端が欠損している。78は石鏃の

未成品である。平面形が崩れた三角形状を呈して

－ 451 －



第366図　第22号住居跡出土遺物（５）
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第367図　第22号住居跡出土遺物（６）
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第368図　第22号住居跡出土遺物（７）
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第369図　第22号住居跡出土遺物（８）
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第370図　第22号住居跡出土遺物（９）
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いる。両側縁及び基部に加工が施されており、先

端と脚部の作出が認められることから、未成品と

判断した。

79は縦型の石匙である。裏面に主要剥離面が残

り、縦長剥片を素材としていると思われる。身部

の両側縁には微細な剥離が見られる。

80は円形を呈するスクレイパーである。末端に

両面交互剥離によって作出された刃部を有する。

81は石匙であるが、79とは異なり、粗粒の石

材を素材に用いた大形粗製石匙である。

82、83は乳棒状磨製石斧の破片で、82が基部片、

83が刃部片である。84は磨製石斧の刃部片であ

る。85は小形磨製石斧の未成品である。全体的

に研磨が粗く、製作時の剥離を観察できることか

ら未成品と判断した。

86～ 96は打製石斧である。86～ 90は短冊形

を呈する。このうち、86が両刃、87が片刃である。

91～ 96が撥形を呈し、刃部は91、92が片刃、93

～ 95が両刃である。

97は敲石で、上下両端だけでなく、両側面も作

業面として使用されている。

98、99はともに磨石の破片である。98は欠損後、

縁辺を作業面として敲石に再利用している。

100は石皿の破片で、正面右側縁が丁寧に研磨

されている。被熱により全体的に赤色化し、破損

部を含む一部は黒色化している。

101は大形石棒の破片で、被熱の影響が顕著に

認められる。

第157表　第22号住居跡出土石器観察表（第368～ 370図）

 番　号 器　種 分類 石　材 長さ(㎝) 幅(㎝) 厚さ(㎝) 重量(ｇ) 備　考

 368 - 75 石鏃 Ⅰ2① チャート  1.7  1.6 0.4 0.7 

76 石鏃 Ⅰ2② 安山岩  [2.0]  1.4 0.3 0.8 

77 石鏃 Ⅰ2② チャート  [2.5]  [1.7] 0.4 1.3 

78 石鏃 Ⅲ① チャート  2.9  2.4 0.7 4.3 

79 石匙 Ⅰ2① 黒曜石  4.5  1.9 1.3 6.3 

80 スクレイパー Ⅱ2① チャート  2.5  2.6 0.6 3.8 

81 大形粗製石匙 Ⅰ1①イ ホルンフェルス  4.9  5.7 0.9 21.8 

82 磨製石斧 Ⅰ②イ 緑色岩 [10.2]  [4.9] 3.9 250.0 

83 磨製石斧 Ⅰ②イ 緑色岩 [10.6]  5.3 3.7 300.2 

84 磨製石斧 Ⅴ②ア 砂岩  [4.0]  [4.6] [2.1] 27.5 

85 磨製石斧 Ⅱ2①イ 結晶片岩  8.8  2.3 1.0 22.4 

86 打製石斧 Ⅱ2②イ 頁岩 [11.1]  4.6 1.1 69.4 

87 打製石斧 Ⅱ2①イ 砂岩 11.5  4.5 1.2 73.8 

88 打製石斧 Ⅱ2②イ チャート [10.1]  3.6 2.0 79.3 

89 打製石斧 Ⅱ2②イ 頁岩 12.0  4.7 1.2 73.0 

90 打製石斧 Ⅱ2②イ 頁岩 [10.9]  3.9 1.5 59.8 

91 打製石斧 Ⅲ2①イ 砂岩 10.7  5.5 1.3 73.8 

 369  - 92 打製石斧 Ⅲ2②イ 砂岩 12.7  [5.7] 1.8 105.3 

93 打製石斧 Ⅲ2②イ ホルンフェルス [10.1]  [7.7] 2.0 136.4 

94 打製石斧 Ⅲ2②イ 砂岩  [9.3]  5.4 1.7 100.5 

95 打製石斧 Ⅲ2②イ 頁岩  [8.5]  4.7 2.0 70.7 

96 打製石斧 Ⅲ2②ア 頁岩  [8.9]  [4.3] 2.2 80.6 

97 敲石 Ⅱ3①イ 砂岩 11.0  5.2 4.2 340.5 

98 磨石 Ⅱ1②ア 砂岩  [7.9]  [3.1] 2.6 71.0 

99 磨石 Ⅱ1-3②イ 閃緑岩 [13.4]  [7.9] [6.0] 653.9 敲石として再利用

100 石皿 Ⅳ②ア 安山岩 [20.4] [10.6] 9.2 2437.9 表裏面一部黒色化

 370  - 101 石棒 ②ア 安山岩 [26.7] 13.7 13.5 7500.0 表裏面一部赤色・黒色化
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第371図　第23号住居跡
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第372図　第23号住居跡遺物出土状況（１）
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第373図　第23号住居跡遺物出土状況（２）
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第23号住居跡（第371図～第381図）

Ｋ－22区に位置する。住居跡の南東側の約半

分が調査区域外に当たる。北壁の一部から、住居

跡の覆土内にかけて撹乱を受けている。撹乱は床

面下までに及んでいる。

住居跡の規模は長径5.20ｍ、短径3.00ｍ以上、

深さ0.50ｍで、南北にやや細長い円形を呈する

ものと思われる。床面は皿状に、緩やかに立ち上

がる。

壁溝は検出されなかった。

柱穴は４基検出された。Ｐ２からは、底近くか

ら第374図２が割れているもののほぼ完形で出土

した。

Ｐ２、３、４が主柱穴と思われ、４本もしくは

５本主柱の住居跡と思われる。

主柱穴の深さは、Ｐ１＝30㎝、Ｐ２＝78㎝、

Ｐ３＝55㎝、Ｐ４＝60㎝である。

炉跡はほぼ中央部で、２基検出された。浅鉢を

埋設する新しい埋甕炉が、地床炉を壊して作られ

ていた。炉体土器に使用された浅鉢は、底が抜か

れている。

埋甕は検出されなかった。

住居跡は炉が２回作られており、柱穴も重複す

ることから、建て替えられていることは明らかで

ある。新しい住居跡は炉体土器から、勝坂式中段

階でもやや新しい段階から新段階にかけての所産

と判断される。古い段階の住居跡はそれ以前の時

期となる。

遺物は第374図１～第381図80の土器類、石器

類が出土した。

遺物はいわゆる吹上パターン状態で、炉周辺の

覆土の薄い部分から集中して出土した。また、ほ

ぼ床面から出土したものもあり、第374図３は炉

に接する位置で、床面に倒置された状況で出土し

た。通常の遺物の出土状態ではなく、意味のある

ような非常に特殊な出土状況である。

29～ 32は炉の上部から、33はＰ１、34～ 37

はＰ２、38、39はＰ４からの出土である。

１は炉体土器で、底部を抜いている。内湾して

開く口縁部に、隆帯の「α」状の渦巻文を波状に

連結するモチーフを描いている。渦巻文は８単位

構成である。隆帯脇には２列の結節沈線を施文し

ている。阿玉台Ⅲ式並行期に位置付けられよう。

２はＰ２出土で、大きな耳状の把手を1箇所に

付ける樽形の土器である。耳状把手部にはペン先

状の集合結節沈線を施文しており、隆帯の波状文

で胴部を３単位に区画している。把手下の波状部

には渦巻文を施文せず、他の２箇所の波底部に巻

き上がる渦巻文を施文する。余白には沈線文や三

叉文等を施文するが、１箇所のみ集合結節沈線を

充填している。

３は炉脇に倒置されていた土器であるが、環

状把手は現存していた。無文の幅広口唇部が立ち、

口縁部が膨れる器形で、地文に撚糸文Ⅼを施文す

る。底部を欠損する。

４は炉の直上から出土しており、底部と把手の

一部を欠損する。口縁部と胴部で２段に括れる器

形で、口唇部には大きな把手とそれに繋がる渦巻

文が付き、反対側の口唇部には山形の低い突起が

付く。胴上半部には隆帯の大形楕円文を３単位に

施文するが、１箇所は「Ｓ」字状を呈し、これを

２単位と見ると、４単位の単位文となる。しかし、

独立した単位文は３単位であることから、ここに

も対称性を崩す構成を看取できる。胴部は垂下す

る隆帯が２本であることから、大きくは２単位に

分割されている。しかし、区画内の円形文を連結

するモチーフは、大区画の中では２単位の構成を

有するようであり、大小２単位区画内に、３単位

のモチーフを構成させている。

５、６は内湾する無文の口縁部が開く深鉢で、

胴部に刻み隆帯で文様を描くものである。

７は無文の口縁部が開く器形で、口唇部に蛇行

する隆帯の把手を付け、隆帯を垂下させて２分割

する。

－ 461 －



第374図　第23号住居跡出土遺物（１）
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第375図　第23号住居跡出土遺物（２）
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第376図　第23号住居跡出土遺物（３）
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第377図　第23号住居跡出土遺物（４）

－ 465 －



第378図　第23号住居跡出土遺物（５）

第159表　第23号住居跡出土復元土器観察表（第374～ 378図）

第158表　第23号住居跡柱穴計測表（第371図）

ピット№長径(cm)深さ(cm)ピット№長径(cm)深さ(cm)ピット№長径(cm)深さ(cm)ピット№長径(cm)深さ(cm)ピット№長径(cm)深さ(cm)

Ｐ１ 35.0 30.0 Ｐ２ 55.0 78.0 Ｐ３ (60.0) 55.0 Ｐ４ 35.0 60.0 

番号 器高(㎝) 口径(㎝) 最大径(㎝) 底径(㎝) 備 考 番号 器高(㎝) 口径(㎝) 最大径(㎝) 底径(㎝) 備 考

374-1 [14.3] 46.2 - - 80% 377-15 23.9 13.4 - 8.0 完形

    2 [23.0] 14.3 - 7.2 完形     16 [19.5] - - - 20%

    3 [26.8] (23.4) - - 70%     17 - - - - 10%

375-4 39.5 23.2 - 9.4 80%     18 [9.1] (11.6) - - 10%

    5 [12.0] (27.6) - - 40%     19 [19.4] - (15.6) (9.3) 30%

    6 [14.8] (21.8) - - 20%     20 [9.0] - - 8.8 20%

    7 [9.6] 24.6 - - 20%     21 [15.6] - 24.8 - 20%

    8 22.4 18.5 - 9.6 70%     22 18.6 29.4 - (11.6) 90%

376-9 [30.4] 24.2 - - 70%     23 [13.2] (30.2) - 13.1 40%

    10 [23.6] (21.2) - - 70% 378-24 [10.4] (20.9) (24.9) - 40%

    11 24.5 16.8 - 9.8 80%     25 8.9 20.8 - 8.2 完形

377-12 [10.3] (13.2) - - 30%     26 [13.5] (41.8) - - 40%

    13 [15.5] - [14.1] - 30%     27 [13.8] (34.6) - - 30%

    14 [16.7] - [16.2] - 20%     28 - - - - 20%
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第379図　第23号住居跡出土遺物（６）

－ 467 －



８は４単位の波状口縁を呈し、頸部で括れ、胴

部が大きく張る器形を呈する。波頂部下の口縁部

には波頂部を中心にして、上向き半円状の区画を

８単位に連ねる構成をとる。区画内には縦位沈線

文を施文するが、実測図正面のみ三叉文を施文し、

左側区画内に結節沈線を爪形文の代わりに施文す

る。この三叉文が目の表現のように見られ、全体

形からフクロウを表現しているように見える。フ

クロウ土器とでも呼んでおきたい。地文には０段

多条ＲＬの縦走縄文を施文する。

９は円筒形土器で、口縁部と胴部の文様帯で構

成される。口縁部には楕円区画、右下がりの渦巻

文、縦形の楕円区画、左傾右傾して反対巻きに巻

き上がる渦巻文が組み合わさるが、全体構成は不

明である。胴部は一見細かく縦位区画するようで

あるが、垂下する縦位隆帯で区画する３単位構成

第380図　第23号住居跡出土遺物（７）
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であることが分かる。垂下隆帯の上端部には対の

円形貼付文を施文しており、単位性は明らかであ

ろう。胴部は約半周位を占める広い大区画１単位

と、小区画２単位で構成されており、小区画には

異なるモチーフが、大区画には縦位区画線を中心

にした集合文を描いている。胴部下半の地文には

０段多条ＲＬの縦走縄文を施文する。

10も円筒形土器で、文様帯は１帯構成である。

文様帯は幅狭な縦位区画文３帯で、大１、小２の

区画を施している。小区画２単位と大区画１単位

の幅はほぼ同等で、９の胴部構成と酷似してい

る。10の小区画は左右対称形の渦巻文を構成し

第381図　第23号住居跡出土遺物（８）

第160表　第23号住居跡出土石器観察表（第381図）

 番　号 器　種 分類 石　材 長さ(㎝) 幅(㎝) 厚さ(㎝) 重量(ｇ) 備　考

 381 - 72 石鏃 Ⅰ2② チャート 2.7 [1.6] 0.4 1.1 

73 大形粗製石匙 Ⅰ1②イ ホルンフェルス 6.8 5.8 1.3 42.2 

74 磨製石斧 Ⅰ②イ 砂岩 [10.7] 4.7 [3.0] 227.4 

75 打製石斧 Ⅲ2①イ 頁岩 8.8 5.5 1.4 55.6 

76 打製石斧 Ⅲ2②ア ホルンフェルス [10.3] 4.4 1.2 71.7 

77 打製石斧 Ⅱ2②イ ホルンフェルス [9.2] [4.8] 2.0 82.2 

78 打製石斧 Ⅱ2②イ 頁岩 [9.5] 4.5 2.3 123.6 

79 打製石斧 Ⅴ②イ 砂岩 [8.5] 4.9 3.0 170.4 

80 石皿 Ⅳ②イ 緑泥片岩 [7.4] [4.0] [1.5] 33.6 
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ており、９の口縁部の左右対称形の渦巻文と同じ

モチーフとなっている。胴部の地文は、０段多条

ＲＬの縦走縄文と思われる。

11は頸部で強く括れ、無文の口縁部が開き、胴

部が張り出す器形で、胴部に先端部が渦を巻く隆

帯を入り組ませながら４単位を連結するモチーフ

を描いている。一見すると加曽利Ｅ式へと続く渦

巻文のようであるが、背割隆帯や２本隆帯ではな

いこと、頸部と連携されていて独立していないこ

となどから、いわゆるサンショウウオ文などの抽

象文からの変化と捉えることも可能であろう。頸

部との区画文内には３箇所に三叉文、1箇所に集

合沈線文を施文し、三叉文施文区画でも１箇所は

結節沈線を施文するなどの変化を付けている。胴

部の地文は０段多条ＲＬの縦走縄文である。

12は無文の口縁部が立ち、胴部が張る器形を呈

する。胴部には低平隆帯で上下対弧状のモチーフ、

ゾウリムシ状文を並べるモチーフを施文している。

対弧文には細かな刺突文を施しており、余白には

非常に細かな爪形文を伴う三叉文を施文している。

13も頸部で括れ胴部が張る器形であるが、前面

に押引状の三角刺突文を施文する。

14は円筒形土器であるが、胴部に13と同様な

押引状の三角刺突文を施文している。上半部は幅

狭な縦位区画帯で分割し、鋸歯状区画、渦巻文な

どを施文する。

15は無文の口縁部を区画し、地文に撚糸文Ⅼを

施文するのみの円筒形土器である。

16は外面円窓、内面眼鏡状を呈する把手が付

き、向かって右側に垂下する蛇体を表現している。

17は口縁部の隆帯の三角形区画に爪形文を施

文する。18は無文の短い口縁部が外反して、膨

れる胴部に撚糸文Ｒを施文する。

19、20は張り出す底部で、19は単節ＲＬ縄文

を横位施文する。20は刻み隆帯で底部を区画す

る。21は球形状を呈する胴部に左右対称に巻く

隆帯渦巻文を施文する。余白には爪形文を伴う三

叉文を施文する。

22～ 28は浅鉢で、22は鉢状を呈し、口縁部に

把手を有する。他はいずれも胴部が屈曲するもの

で、無文の口縁部が外反するものはない。26は

胴部に低隆帯の渦巻文を施文する。

40～ 53は勝坂式中段階から新段階にかけての

キャリパー形深鉢の土器群である。40は円窓を

有する山形把手の右側に蛇体を表現すると思われ

る蛇行垂下隆帯を配している。把手には集合結節

沈線を施文する。

41～ 50、58は胴部破片で、刻み隆帯で区画文

を施し、爪形文を伴う三叉文等を施文する。46

は区画並行沈線や充填文要素に、交互刺突を施し

ている。

51～ 53はより簡素化したモチーフを施文する

新段階の土器である。51は隆帯の円形文に交互

刺突を施しており、52は口縁部区画の並行沈線

に交互刺突を施文している。

54～ 57、59～ 61は円筒形土器で、54は細か

な爪形文を伴う三叉文を施文しており、61の区

画隆帯にも細かな刻みを施している。59は簡素化

した三叉文等を施文する終末段階の土器であろう。

62、63は加曽利Ｅ式土器で、地文に撚糸文を

施文するＥⅠ式段階の深鉢である。

64、65は地文のみ施文する深鉢で、64は膨ら

む口縁部に横位の単節ＬＲ縄文、65は無文の口

縁部下に撚糸文Ｒを施文する。

66は口縁部が内湾する浅鉢、67は鉢形の浅鉢

であろうか。71は低隆帯が垂下する浅鉢の胴部

である。

68～ 70は底部で、68、70は０段多条ＲＬの縦

走縄文、69は撚糸文Ⅼを施文する。

72～ 80は出土した石器である。

72は鋸歯状の石鏃で、正面左脚部を欠いている。

73は粗粒の石材を利用した大形粗製石匙である。

74は乳棒状の磨製石斧で、刃部と基部を欠く。

75～ 79は打製石斧である。77～ 79は撥形を
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呈し、いずれも刃部が両刃である。75、76は短

冊形の打製石斧で、基部と刃部を欠いている。

80は石皿の破片である。

第51号住居跡（第382図～第386図）

Ｇ・Ｈ－21・22区に位置する。今回の調査区

の最北東端に位置する。芦苅場遺跡の外輪に位置

する住居跡である。

住居跡の平面形は六角形を呈し、規模は長径

6.70ｍ、短径6.30ｍ、深さ0.45ｍである。

壁溝は３本検出された。一番外側で最も新しい

ものを壁溝１、その内側に巡るものを壁溝２、さ

らに部分的ではあるが柱穴間を直線的に結ぶもの

を壁溝３とした。

柱穴は15基検出された。柱穴は住居跡の六角

形の頂部付近に重複して存在しており、壁溝など

との関係から、住居跡の建て替えは明らかである。

Ｐ14だけ他と異なる覆土で、本遺構に伴わな

い可能性もある。

壁溝１に対応する最も新しい柱穴は、Ｐ１、４、

６、７、８、10の６基と思われ、平面形にも合

致した配置である。

壁溝２に対応する柱穴は、Ｐ２、５、15、７、９、

11の６基であると考えられる。Ｐ７は重複関係が

掴めなかったが、重複使用されたものと仮定する。

壁溝２の内側に納まる配置である。

壁溝３は壁溝としたが、伴うと思われる柱穴を

抽出できず、壁溝1に伴う柱穴を途切れながらも

直線的に繋いでいることから、間仕切り的な性格

を有する溝と判断した。

主柱穴の深さは、Ｐ１＝69㎝、Ｐ２＝57㎝、Ｐ

４＝77㎝、Ｐ５＝75㎝、Ｐ６＝82㎝、Ｐ７＝82㎝、

Ｐ８＝83㎝、Ｐ９＝70㎝、Ｐ10＝72㎝、Ｐ11＝

67㎝、Ｐ15=63㎝である。

炉は地床炉で、住居跡中央部の北寄りに位置

し、長径90㎝、短径78㎝、深さ27㎝を測る北西

方向に長い隅丸長方形を呈する。炉には２箇所の

窪みがあり、２回の使用が考えられる。また、中

央部の窪みは径45㎝、深さ20㎝程であり、炉体

土器が抜き取られた可能性も考えられる。

埋甕は検出されなかった。

壁溝及び炉から、本住居跡は１回の建て替えが

行われており、２軒の住居跡が重なっていると判

断される。また、大形の住居跡の割には出土遺物

が少なく、構築時期を決定する遺物が出土してい

ないため不詳であるが、新しい住居跡は平面形が

六角形で６本主柱であることから、加曽利ＥⅠ式

前半期の所産であると推定される。

遺物は第384図１～第386図49の土器類、石器

類が出土した。

土器は１～37である。

２、３はＰ１、４はＰ２、５はＰ４、６はＰ５、

７、８はＰ６、９、10はＰ７、11はＰ９、12は

Ｐ10、13～ 15は炉内からの出土である。

１は撚糸文Ⅼを施文する胴下半部である。加曽

利Ｅ式キャリパー形土器の底部と思われる。

16～ 19は角押文や三角押文を施文する勝坂式

古段階の土器群である。20は区画沈線に沿って

鋸歯状沈線文を沿わせており、26は隆帯脇に蓮

華文を施文する勝坂式中段階の藤内式に比定され

よう。

21～ 25、27～ 36は大半が勝坂式新段階の土

器群と思われ、刻み隆帯と沈線を組み合わせてモ

チーフを描いている。21は外削状を呈する口唇

部に沈線を巡らせて２分割し、異方向の刻みを施

文する。

第161表　第51号住居跡柱穴計測表（第382・383図）

ピット№長径(cm)深さ(cm)ピット№長径(cm)深さ(cm)ピット№長径(cm)深さ(cm)ピット№長径(cm)深さ(cm)ピット№長径(cm)深さ(cm)

Ｐ１ 75.0 69.0 Ｐ２ 50.0 57.0 Ｐ３ 62.0 32.0 Ｐ４ 66.0 77.0 Ｐ５ 46.0 75.0 

Ｐ６ 65.0 82.0 Ｐ７ 75.0 82.0 Ｐ８ 73.0 83.0 Ｐ９ 75.0 70.0 Ｐ10 70.0 72.0 

Ｐ11 50.0 67.0 Ｐ12 75.0 33.0 Ｐ13 72.0 18.0 Ｐ14 40.0 30.0 Ｐ15 48.0 63.0 
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第382図　第51号住居跡（１）
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第383図　第51号住居跡（２）

－ 473 －



第384図　第51号住居跡出土遺物（１）
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第385図　第51号住居跡出土遺物（２）
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第386図　第51号住居跡出土遺物（３）

第163表　第51号住居跡出土石器観察表（第385・386図）

第162表　第51号住居跡出土復元土器観察表（第384図）

番号 器高(㎝) 口径(㎝) 最大径(㎝) 底径(㎝) 備 考

384-1 [11.2] - 10.6 7.2 30%

 番　号 器　種 分類 石　材 長さ(㎝) 幅(㎝) 厚さ(㎝) 重量(ｇ) 備　考

 385  - 38 磨製石斧 Ⅲ①イ 砂岩  6.2  3.0 1.1 24.5 

39 打製石斧 Ⅰ2②イ ホルンフェルス [10.2]  4.0 2.6 123.5 

40 打製石斧 Ⅲ2②イ ホルンフェルス 11.6  5.1 2.8 151.8 

41 打製石斧 Ⅲ2②ア ホルンフェルス 10.1  5.4 2.3 133.1 

42 打製石斧 Ⅲ2②イ 頁岩  7.8  4.8 1.7 59.5 

43 打製石斧 Ⅲ2②イ ホルンフェルス [8.5]  5.0 2.8 120.0 

44 打製石斧 Ⅴ②イ ホルンフェルス [6.9]  5.9 1.8 86.6 

45 磨石 Ⅱ1-3①イ 安山岩  6.7  4.5 3.8 153.2 

46 磨石 Ⅴ②イ 緑色岩 [15.3]  [3.7] 3.7 268.8 

47 磨石 Ⅱ1-3①ア 砂岩 13.2  9.1 5.6 917.8 表裏面全部赤色・黒色化

48 石皿 Ⅳ②イ 砂岩  9.7 11.2 5.0 432.2 

 386  - 49 石皿 Ⅳ②イ 緑泥片岩 [26.6] [21.4] 5.2 3873.6 

23は円筒形土器の口縁部破片で、結節押引文を

縦位施文する。24、25は頸部で括れ、内湾する

無文の口縁部が開く器形の深鉢である。29は半

隆線を垂下施文する曽利式系の土器である。

30、36は口縁部が内湾する浅鉢で、31は浅鉢の

胴部破片と思われる。いずれも有文の浅鉢である。

32は太い撚糸文Ⅼ上に隆帯を施文するもので、

加曽利Ｅ式の可能性が高い。34は撚糸文Ⅼ地文

上に、半截竹管状工具の平行沈線でモチーフを描

いている。35は条線文上に並行沈線を施文する
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ものである。

37は勝坂式土器の底部と思われる。

石器は38～ 49が出土した。

38は小形の局部磨製石斧である。

39～ 44は打製石斧である。39は短冊形を呈す

る片刃の打製石斧である。40～ 42が撥形を呈し、

刃部の残る40、42は両刃である。刃部片である

43、44は、43が両刃、44が片刃である。

45～ 47が磨石で、45、47は周縁に整形が施さ

れている。また、47は正面及び裏面の中央に凹

痕を有する。

48、49は石皿の破片である。49は皿部の周縁

と裏面に凹痕を有し、特に裏面には密集している。

第52号住居跡（第387図～第398図）

Ｇ・Ｈ－21区に位置する。第３号溝と重複す

るが、第３号溝の方が新しい。平面形は北東方向

に細長い楕円形で、規模は長径6.0ｍ、短径5.6ｍ、

深さ0.35ｍである。

壁溝はほぼ重なるように、壁に沿って２本検出

された。外側の壁溝の方が新しいが、内側の壁溝

を調査している際に、両者の区分が曖昧になって

しまった。

柱穴は合計29基検出された。住居跡のコーナー

６箇所に柱穴が複数回の重複や隣接して集中して

おり、その６箇所の柱穴を主柱とする６本主柱の

住居跡が想定される。柱穴は、規模、覆土、配置、

切り合いなどから少なくとも古・中・新の３組の

組み合わせが想定された。

新段階は最終段階の住居跡の柱穴配置であり、

Ｐ１、５、７、８、９、12の６基が想定される。

ほぼ北方向に主軸をとる6本主柱の住居である。

中段階は、Ｐ３、16、18、８、20、21の６基

が想定されるが、Ｐ８が新段階と兼ねており、Ｐ

３の位置が理想的な配置ではなく、やや歪んだ柱

穴配置となっている。

古段階は、Ｐ２、６、17、19、10、11の６基

が想定され、比較的整った６本主柱の配置となっ

ている。

主柱穴の深さは、Ｐ１＝45㎝、Ｐ２＝33㎝、Ｐ

３＝24㎝、Ｐ５＝61㎝、Ｐ６＝44㎝、Ｐ７＝57

㎝、Ｐ８＝72㎝、Ｐ９＝62㎝、Ｐ10＝48㎝、Ｐ

11＝58㎝、Ｐ12＝67㎝、Ｐ16＝58㎝、Ｐ17＝45

㎝、Ｐ18＝30 ㎝、Ｐ19＝45㎝、Ｐ20＝52㎝、Ｐ

21=46㎝である。

炉跡は住居跡中央部北寄りに位置し、地床炉

である。南北方向に細長い楕円形で、規模は長径

115㎝、短径79㎝、深さ26㎝である。底部には炉

床の痕跡が５箇所に見られた。

埋甕は検出されなかった。

遺物は、覆土２層中に形のわかる土器や復元可

能な土器の大破片がいわゆる吹上パターン状態で

出土した。また、第391図１は住居跡の覆土調査

中に正位の状態で出土した。その後、出土地点が

Ｐ８の直上であることが明らかとなり、偶然かは

明らかにし得ないが、Ｐ８が埋まりかけている時

に埋設された可能性も否定しきれない。

住居跡はピットの配置から少なくとも３回の

住み替えが行われ、炉床の数からはさらに多くの

作り替えが示唆されている。

最終住居跡の時期判定も、確実な共伴土器が

ないことから難しいが、壁溝を有し、６本主柱で、

覆土から勝坂式新段階の土器群が一括出土してい

ることから、その時期の所産と思われる。

遺物は第391図１～第398図98の土器類、石器

類が出土した。

第395図14はＰ２、15はＰ３、16はＰ５、17、

18はＰ６、19、20はＰ７、21、22はＰ８、23、

24はＰ10、25 ～ 27はＰ12、28はＰ13、29 ～ 33

は炉覆土内からの出土である。

１は正位の状態で出土した土器で、埋設の可能

性を指摘した土器である。頸部で括れ、胴部の張

る器形で、台が付く可能性もある。内湾する無文

の口縁部の正面と背面に大小の把手を付け、頸部
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第387図　第52号住居跡（１）
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の眼鏡状把手と繋げている。大把手は眼鏡状とな

り、小把手は筒状を呈している。両把手下の胴部

には、眼鏡状把手より２本隆帯の渦巻文が垂下し

て、横位連結するモチーフを描いているが、２本

隆帯のそれぞれが反対の渦を巻き、一見横「Ｓ」

字状文に見える。反対側も同様の渦巻文を施文す

るが、２本目の隆帯の先端が渦を巻かずに形骸化

している。地文は無文である。

２も頸部で括れ胴部が張るが、底部まで存在

する深鉢である。口縁部に中空状の大きな把手を

付け、頸部の眼鏡状把手と繋げている。胴部には

刻み隆帯を垂下させて区画し、垂下隆帯の起点か

ら斜めに垂下して渦を巻く隆帯を派生させている。

モチーフの余白には、三叉文を施文する。

３～７は円筒形土器である。３は口唇上からと

ぐろを巻く蛇体隆帯が垂下し、渦巻き隆帯を派生

させるモチーフを描くものと思われる。胴部地文

に０段多条ＲＬを縦位施文する。

４は胴部文様帯を２帯に区画し、上段に楕円区

画と斜行隆帯を組み合わせたモチーフ、下段に連

続鋸歯状区画を施しており、区画内には三叉文や

沈線などの単純な充填文を施文する。

５は非常に大形の深鉢で、幅広の口縁部無文帯

を区画し、胴部文様帯と、無文帯を挟んで底部文

様帯を構成している。胴部文様帯には低平な隆帯

で渦巻文を連結するような大柄のモチーフを描い

ており、区画隆帯には交互刺突や「ハ」字状刻み

等を施している。底部文様帯には楕円区画文を配

するものと思われ、区画内には簡素な充填文を施

文する。地文は０段多条ＲＬの縦走縄文である。

６は口唇部から胴区画部にまで蛇体隆帯を垂

下させ、文様帯内を波打たせて表現している。ま

第388図　第52号住居跡（２）

第164表　第52号住居跡柱穴計測表（第387図）

ピット№長径(cm)深さ(cm)ピット№長径(cm)深さ(cm)ピット№長径(cm)深さ(cm)ピット№長径(cm)深さ(cm)ピット№長径(cm)深さ(cm)

Ｐ１ 46.0 45.0 Ｐ２ 48.0 33.0 Ｐ３ 42.0 24.0 Ｐ４ 31.0 25.0 Ｐ５ 49.0 61.0 

Ｐ６ 43.0 44.0 Ｐ７ 48.0 57.0 Ｐ８ 55.0 72.0 Ｐ９ 55.0 62.0 Ｐ10 (43.0) 48.0 

Ｐ11 40.0 58.0 Ｐ12 48.0 67.0 Ｐ13 32.0 11.0 Ｐ14 37.0 1.0 Ｐ15 50.0 14.0 

Ｐ16 48.0 58.0 Ｐ17 43.0 45.0 Ｐ18 40.0 30.0 Ｐ19 51.0 45.0 Ｐ20 (38.0) 52.0 

Ｐ21 59.0 46.0 Ｐ22 57.0 29.0 Ｐ23 19.0 1.0 Ｐ24 26.0 1.0 Ｐ25 20.0 1.0 

Ｐ26 17.0 1.0 Ｐ27 21.0 1.0 Ｐ28 24.0 1.0 Ｐ29 20.0 1.0 
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第389図　第52号住居跡遺物出土状況（１）
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第390図　第52号住居跡遺物出土状況（２）
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第391図　第52号住居跡出土遺物（１）
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第392図　第52号住居跡出土遺物（２）
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第393図　第52号住居跡出土遺物（３）
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た、文様帯には蛇頭を２箇所に表現しており、裏

面側の垂下する蛇体と合わせると、蛇体３体が絡

むモチーフを描いているようである。モチーフの

余白には沈線文のみの充填文を施文している。

７は口縁部から垂下する幅広で低平な隆帯で

蛇体２体を表現しているようである。頭の部分が

文様帯内にあることから、口縁部には蛇尾が巻き

上がる構成をとるものと思われる。胴部地文は０

段多条ＲＬの縦位施文である。

８は口縁の無文部のみを区画する深鉢で、口唇

部内端が突出する。胴部には０段多条ＲＬを縦位

施文する。

９は内湾する無文の口縁部が開き、括れる頸部

以下に単節ＬＲ縄文を横位施文する。

10は細かな０段多条の撚糸文Ⅼを施文する底

部である。

11はキャリパー形土器で、口縁に幅広の無文

部を有する口縁部が開き、交互刺突を施す隆帯で、

括れる頸部を区画している。口縁部には背割状の

隆帯で表現する「十」字状文と逆「Ｕ」字状文を

交互の４単位に施文している。

12は鉢状の浅鉢で、口縁部が内湾しながら立

つ。胴部には２本沈線の縦位区画文間に、上下対

弧の沈線文を施文している。

13は台形土器で、２連の円孔が空く。

破片では、34～ 45は角押文や三角押文でモ

チーフを描く勝坂式古段階の土器群であり、37、

38は印刻状の三叉文、39、40は三角押文で小鋸

歯状文を施文している。また、44、45はキャタ

ピラ文の脇に三角押文の小鋸歯状文を施文する。

34、36、41は阿玉台Ⅱ式並行期に、他は新道式

期に比定されよう。57は胎土に雲母を含み、半

第394図　第52号住居跡出土遺物（４）

第165表　第52号住居跡出土復元土器観察表（第391～ 394図）

番号 器高(㎝) 口径(㎝) 最大径(㎝) 底径(㎝) 備 考 番号 器高(㎝) 口径(㎝) 最大径(㎝) 底径(㎝) 備 考

391-1 [14.4] 9.8 - - 60% 393-8 [23.6] (21.2) - - 40%

    2 [25.9] 13.8 - - 70%     9 [12.5] (15.2) - - 30%

    3 [27.7] (30.0) - - 30%     10 [17.3] (16.2) - 11.4 40%

    4 [42.5] (31.4) - - 50% 394-11 [20.6] 24.1 - - 50%

392-5 78.5 (53.2) - 16.0 60%     12 [10.5] (15.9) - (5.5) 30%

393-6 43.6 22.8 - 10.2 完形     13 [5.4] - - (13.2) 30%

    7 [23.4] 20.4 - - 50%

－ 485 －



第395図　第52号住居跡出土遺物（５）
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第396図　第52号住居跡出土遺物（６）
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第397図　第52号住居跡出土遺物（７）
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第398図　第52号住居跡出土遺物（８）

－ 489 －



截竹管状工具の平行沈線で施文しており、阿玉台

Ⅲ式に比定されようか。

46～ 48は爪形文の脇に小繋ぎ状の波状沈線を

施文するもので、勝坂式中段階の藤内式期に比定

されよう。49は口縁部に眼鏡状把手が付き、左

側に流れる蛇体の蛇行隆帯を施文する。55は内

湾して開く口縁部に、細かな押引爪形文を口縁部

に施文し、方形状の区画文で口縁部を区画してい

る。円形文を施文する方形区画文は67にも施文

されており、藤内式の新しい段階に比定されるも

のと思われる。73は半隆帯の区画に沿って細か

な刻みを施すもので、地文に単節ＬＲ縄文を縦位

施文する。藤内式であろう。

50～ 54、56、58～ 70は勝坂式新段階から終

末段階の土器群で、大半は終末段階であろう。50

は多喜窪タイプの器形を呈し、幅広の無文部が内

湾し、口縁部に低平な隆帯でモチーフを描き、隆

帯には交互刺突を施している。60、61も同様な

器形の口縁部である。58、59は無文の口縁部が

開き、頸部で括れる器形である。

62、63は多喜窪タイプの張り出した底部で、

交互刺突を施す隆帯や、背割隆帯で櫛形状の区画

文を施す。64は胴部破片で、地文に細密な撚糸

文Ⅼを施文し、押圧を施した隆帯を垂下する。

65、66、68 ～ 70は円筒形土器での胴部破片

である。65は口唇部から蛇体状の隆帯を垂下さ

せる。66は平行沈線で規矩形のモチーフを描く。

68～ 70は刻みや押圧を施した隆帯でモチーフを

描いている。68の地文は０段多条ＲＬの縦走縄

文である。

71は４単位の波状口縁で頸部が括れ、胴部が張

る深鉢である。口縁部に交互刺突を施す隆帯を波

状に巡らし、地文に撚糸文Ⅼを施文する。

72は加曽利Ｅ式の隆帯渦巻文である。地文に撚

糸文Ⅼを施文する。加曽利ＥⅠ式であろう。

74、75は底部破片で、74は単節ＲＬの横位施文、

75は０段多条ＲＬの縦走縄文である。

76～ 79は口縁部の内湾する浅鉢で、78は鉢に

近い。77は胴部に低平な隆帯のモチーフを有する。

土製品は80～ 85で、80はミニチュア土器であ

る。「ハ」字状刻みを有する隆帯で縦位区画と円

形文、三角形文を施文する。縦位区画隆帯の間に

は、押引刺突文を２列垂下する。

81～ 85は土器片を利用した土製円盤である。

石器は86～ 98が出土した。

86～ 88は石鏃である。87は先端及び脚部が幅

広く、未成品の可能性がある。正面左脚部が欠け

たことにより、製作途中で廃棄されたのであろう

か。88は両側縁が鋸歯状で、先端が欠損している。

89は石鏃の未成品である。先端と下部の欠損によ

第166表　第52号住居跡出土石器観察表（第398図）

 番　号 器　種 分類 石　材 長さ(㎝) 幅(㎝) 厚さ(㎝) 重量(ｇ) 備　考

 398  - 86 石鏃 Ⅰ2① チャート  2.1  1.8 0.3 0.6 

87 石鏃 Ⅰ2② チャート  2.6  [1.9] 0.5 2.2 

88 石鏃 Ⅰ2② チャート  [1.4]  1.5 0.4 0.6 

89 石鏃 Ⅲ② チャート  [2.4]  1.5 0.5 1.9 

90 スクレイパー Ⅰ1① 砂岩  8.9 10.0 1.5 107.0 

91 スクレイパー Ⅰ1② ホルンフェルス  [8.3]  7.8 2.2 131.3 

92 打製石斧 Ⅱ2①イ ホルンフェルス 12.6  4.2 2.5 185.5 

93 打製石斧 Ⅲ2①イ ホルンフェルス 10.4  5.0 1.8 114.3 

94 打製石斧 Ⅲ2①イ ホルンフェルス 11.1  5.7 2.7 170.6 

95 打製石斧 Ⅲ2②イ 砂岩  9.5  5.6 1.4 70.0 

96 打製石斧 ①ア 砂岩  5.4 10.6 2.1 126.3 

97 礫器 Ⅱ2②イ ホルンフェルス  [7.7]  4.5 1.6 75.7 

98 磨石 Ⅰ1-2①ア 安山岩 11.6 11.3 4.3 835.4 表裏面一部赤色化
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り廃棄されたと思われる。

90、91は粗粒の石材を用いたスクレイパーで

ある。ともに両側縁に抉りを有する。特に91は

抉りが深く、大形粗製石匙の可能性もある。

92～ 96は打製石斧である。92は両刃で短冊形

を呈する。93～ 95が撥形を呈し、刃部は93、95

が両刃、94が片刃である。96が分銅形を呈し、

刃部は両刃である。

97は礫器である。

98は磨石で、周縁には整形が施されている。

第53号住居跡（第399図～第419図）

Ｉ・Ｊ－21・22区に位置する。西側で第54号

住居跡と一部重複するが、本住居跡の方が新しい。

また、第56号集石土壙、第57号集石土壙、第58

号集石土壙の３基は、本住居跡の覆土中に構築さ

れている。

住居跡の平面形は南北方向にやや長い楕円形

を呈し、規模は長径6.0ｍ、短径5.5ｍ、深さ0.6

ｍを測る。

壁溝は検出されず、壁は床面から皿状に緩く立

ち上がる。壁の立ち上がりに沿って、小さなピッ

トが巡る。

柱穴は壁際の小ピットを含めて32基検出され

た。主柱穴と思われる柱穴は、重複や集中してお

よそ６箇所に分かれて存在していることから、何

度かの建て替えが行われ、ほぼ北方向に主軸を有

する６本主柱の住居跡であることが想定される。

柱穴は重複関係や覆土、配置などから、少なく

とも２組のまとまりが想定される。

最後の住居跡である最新の住居跡の柱穴は、Ｐ

10、11、１、３、４、９の６基で、６本主柱の

住居跡が想定される。

さらにこれらの柱穴と重複する柱穴として、古

い段階の柱穴を抽出すると、Ｐ32、12、２、３、５、

８が相当する。ただし、Ｐ３が新しい住居跡と兼

ねていることを前提とする。やはり６本主柱の住

居跡が想定される。

新旧の柱穴群は大きくずれることなく建て替

えが行われているものと思われるが、まだ組み合

わない柱穴もあるため、少なくとも１回以上の建

て替えがあり、２軒以上の住居跡が構築されてい

たと判断される。

主柱穴の深さは、Ｐ１＝66㎝、Ｐ２＝64㎝、Ｐ

３＝87㎝、Ｐ４＝60㎝、Ｐ５＝61㎝、Ｐ８＝50㎝、

Ｐ９＝66㎝、Ｐ10＝67㎝、Ｐ11＝80㎝、Ｐ12＝

70㎝、Ｐ32＝60㎝である。

炉跡は住居跡中央部に、重複しながら３基が検

出された。いずれも地床炉であるが、最も新しい

炉１は、入り口方向に推定される南側に横長の大

きな礫を設置していた。勝坂式期のやや古い時期

に特有な炉の形態であろうか。本遺跡の中で類例

が多い。

炉の規模は、炉１が長径54㎝、短径47㎝、深

さ11㎝の隅丸方形状である。炉２は長径45㎝、

短径32㎝、深さ10㎝の楕円形である。炉３は長

径40㎝、短径34㎝、深さ９㎝のほぼ円形である。

埋甕は検出されなかった。

遺物は覆土中層から上層にかけて、復元される

土器群が、いわゆる吹上パターン状態で多量に出

土した。

住居跡付属の土器がないため時期を決めかね

るが、本住居跡は覆土中の土器群から勝坂式の中

段階期から新段階期にかけての所産と推定される。

遺物は第406図１～第419図115の土器類、石器

類が出土した。

土器は１～83である。

破片では、45、46はＰ１、47はＰ３、48はＰ４、

49はＰ６、50はＰ８、51、52はＰ12、53はＰ13、

54はＰ17、55はＰ28から出土した。

１～６は内湾する口縁部が開き、頸部で括れる

キャリパー形深鉢土器で、口縁部文様帯を有する

土器群である。

１は口唇部に大きな山形の眼鏡状把手を有し、
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第399図　第53号住居跡（１）
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第400図　第53号住居跡（２）

－ 493 －



第401図　第53号住居跡遺物出土状況（１）
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第402図　第53号住居跡遺物出土状況（２）
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第403図　第53号住居跡遺物出土状況（３）
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第404図　第53号住居跡遺物出土状況（４）
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第405図　第53号住居跡遺物出土状況（５）
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第406図　第53号住居跡出土遺物（１）
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第407図　第53号住居跡出土遺物（２）
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第408図　第53号住居跡出土遺物（３）
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第409図　第53号住居跡出土遺物（４）

－ 502 －



芦苅場遺跡

第410図　第53号住居跡出土遺物（５）
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第411図　第53号住居跡出土遺物（６）
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第412図　第53号住居跡出土遺物（７）
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第413図　第53号住居跡出土遺物（８）
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第414図　第53号住居跡出土遺物（９）
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第415図　第53号住居跡出土遺物（10）
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第416図　第53号住居跡出土遺物（11）
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第417図　第53号住居跡出土遺物（12）
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第418図　第53号住居跡出土遺物（13）
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第419図　第53号住居跡出土遺物（14）

黒色化
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両横に「α」状の非対称の突起を付けているが、

後面にどのような把手が付くかは不明である。口

縁部文様帯、胴部文様帯、胴部無文帯、底部文様

帯の４帯構成の文様帯を有する。口縁部文様帯に

は、山形把手下に台形状の区画を施し、把手や突

起から派生して垂下する渦巻文を横位に連ねるモ

チーフを刻み隆帯で４単位構成に描いている。モ

チーフの余白には爪形文を伴う三叉文や集合沈線

文、渦巻文等を充填施文する。胴部文様帯は幅広

と幅狭合わせて６単位に分割し、渦巻文を中心と

してそれぞれ異なった文様を充填している。底部

文様帯は４単位の楕円区画文を配し、区画内には

蛇行する爪形文を施文する。

２は欠損部が多く、口縁部の文様構成を把握し

きれないが、楕円区画文と爪形文を伴う区画文を

４単位に配するものと思われる。胴部は垂下隆帯

で４単位に区画し、「Ｕ」字状や斜行する隆帯を

施文しており、区画内には横位、縦位の集合沈線

を施文する。比較的簡素な文様構成である。

３は口縁部に楕円区画文を配し、半截竹管状工

具の平行沈線を充填施文する。頸部は小波状沈線

文を伴う幅広の爪形文で区画している。口縁部や

区画隆帯に細かな刻みを施している。

４は１と類似しているが、頸部に幅狭な無文帯

第168表　第53号住居跡出土復元土器観察表（第406～ 414図）

第167表　第53号住居跡柱穴計測表（第399・400図）

ピット№長径(cm)深さ(cm)ピット№長径(cm)深さ(cm)ピット№長径(cm)深さ(cm)ピット№長径(cm)深さ(cm)ピット№長径(cm)深さ(cm)

Ｐ１ 50.0 66.0 Ｐ２ 52.0 64.0 Ｐ３ 45.0 87.0 Ｐ４ 46.0 60.0 Ｐ５ 52.0 61.0 

Ｐ６ 53.0 56.0 Ｐ７ 60.0 14.0 Ｐ８ 34.0 50.0 Ｐ９ 62.0 66.0 Ｐ10 48.0 67.0 

Ｐ11 55.0 80.0 Ｐ12 50.0 70.0 Ｐ13 35.0 16.0 Ｐ14 33.0 62.0 Ｐ15 27.0 21.0 

Ｐ16 24.0 29.0 Ｐ17 31.0 25.0 Ｐ18 27.0 15.0 Ｐ19 33.0 29.0 Ｐ20 29.0 27.0 

Ｐ21 27.0 22.0 Ｐ22 21.0 17.0 Ｐ23 24.0 20.0 Ｐ24 20.0 15.0 Ｐ25 24.0 19.0 

Ｐ26 18.0 13.0 Ｐ27 38.0 15.0 Ｐ28 33.0 55.0 Ｐ29 24.0 17.0 Ｐ30 27.0 14.0 

Ｐ31 28.0 17.0 Ｐ32 52.0 60.0 

番号 器高(㎝) 口径(㎝) 最大径(㎝) 底径(㎝) 備 考 番号 器高(㎝) 口径(㎝) 最大径(㎝) 底径(㎝) 備 考

406-1 42.5 26.8 - 11.4 70% 412-23 [5.5] - (20.9) - 10%

    2 [22.5] (16.0) - (8.4) 70%     24 [5.8] - (17.0) - 10%

    3 [11.1] - - - 20%     25 [9.4] (15.9) - (10.9) 20%

407-4 47.3 (28.4) - 11.8 60% 413-26 21.6 14.2 - 8.4 90%

    5 [36.7] (28.6) (29.2) - 40%     27 22.9 (13.2) - - 70%

408-6 [33.5] (33.0) (35.4) - 40%     28 [10.9] (15.4) - - 10%

    7 27.9 22.6 - 7.8 80%     29 [17.8] 11.6 - - 80%

    8 [39.8] (31.0) - - 70%     30 [18.7] (17.9) - - 70%

409-9 51.0 38.4 - 12.8 完形     31 29.1 (24.7) - 10.4 40%

    10 [22.3] (24.8) (27.6) - 30%     32 [15.5] (13.8) - - 20%

410-11 [32.4] (34.6) - - 30%     33 17.3 13.4 - 7.8 50%

    12 [21.6] (21.4) - - 60%     34 [14.4] (9.4) - - 50%

    13 [21.4] - 17.8 - 50%     35 [15.1] - (19.6) (11.8) 40%

    14 [10.1] (22.4) - - 20% 414-36 9.5 14.6 - 7.4 80%

    15 [15.8] - - - 20%     37 [5.8] - (21.7) - 10%

411-16 [28.2] 24.2 - - 60%     38 [9.5] (17.3) - (15.2) 20%

    17 38.1 23.6 - 10.8 完形     39 [9.1] (13.2) - (9.0) 20%

    18 [11.6] (9.2) (11.6) - 40%     40 [5.3] (18.6) - (7.6) 10%

    19 [15.7] (15.2) - - 60%     41 [7.0] (19.5) - (11.6) 20%

    20 [17.4] (19.4) - - 50%     42 [6.8] - - - 30%

412-21 [53.3] (27.4) - - 50%     43 [11.1] (37.8) - - 30%

    22 [29.0] - (27.9) 11.2 40%     44 [16.0] (51.6) - (9.0) 70%
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が加わっている。口縁部は山形の眼鏡状把手１箇

所と、「α」状突起を対に施文し、台形状と半円

形の区画文を連ねる構成と思われる。胴部文様帯

は菱形状の区画を中心として６単位に区画し、渦巻

文と集合沈線文を交互に施文しているようである。

５は口縁部文様帯、頸部文様帯、胴部文様帯、

底部文様帯の４文様帯構成で、無文帯を挟まない

構成である。口縁部文様帯は幅狭に区画して渦巻

文を繋ぐモチーフを構成すると思われ、頸部文様

帯には楕円区画文を配している。胴部文様帯は幅

広に区画し、刻み隆帯の鋸歯状区画を施している。

この鋸歯状区画隆帯の中央部から隆帯渦巻文を派

生させている。サンショウウオ文の胴部文様の構

成に通じるものがある。描出隆帯には波状沈線を

伴う爪形文が沿う。底部文様帯には楕円区画文を

配している。底部を欠損する。

６は頸部無文帯を有するキャリパー形土器で、

山形の眼鏡状把手を有し、把手を中心として下部

に台形区画、両脇に半弧状の区画文を施している。

区画内には列状の爪形文や、コンパス文状の爪形

文を施文する。胴部には刻み隆帯で縦位区画を施

し、規矩形や三角形状の区画文を施文する。区画

内には集合沈線や、爪形文を伴う三叉文を施文す

る。胴下半部を欠損する。

７～17は無文の内湾する口縁部が開くキャリ

パー形深鉢で、口唇部に把手を付けるものが多い。

７は欠損部が多く不明な点があるものの、口縁

部の大把手から続く「α」状突起を付け、胴部に

パネル文状区画を施しているものと思われる。パ

ネル文状区画は刻み隆帯と並行沈線で施文してお

り、蓮華状文が伴う区画もある。区画隆帯には部

分的に「ハ」字状刻みを施している。

８は下膨れ状を呈する口縁部無文帯に山形状

の眼鏡状把手を付け、胴部に楕円形状や「Ｂ」字

状を呈する大柄な区画文を構成し、底部文様帯に

楕円区画文を配している。充填文は全て集合沈線

である。底部を欠損する。

９はほぼ完形品である。無文の口縁部が強く

開き、筒状の胴部へと移行するキャリパー形深鉢

である。口縁部無文帯、頸部文様帯、胴部無文帯、

底部文様帯の４帯構成で、頸部文様帯を２帯に分

割している。それぞれの文様帯は小波状沈線を伴

う爪形文を沿わせる隆帯で区画しており、波状沈

線は小繋状を呈する。文様帯は上下で半分ずらす

楕円区画文帯であり、頸部文様帯は幅狭な２帯の

楕円区画文帯に分かれている。上段は横長の楕円

区画文４単位、円形区画文１単位の計５単位構成

である。下段は横長の楕円区画文３単位、さらに

長い長楕円区画文１単位の計４単位構成である。

それぞれの楕円区画文は半分ずれる構成になって

おり、上段で５単位目となる円形区画文の下部に、

下段の長楕円区画文を配しており、単位数と重な

りのバランスをとっているようである。また、底

部文様帯は独立の楕円区画３単位と、２区画の融

合した長楕円区画文１単位の計４単位で構成して

おり、融合区画を２単位とすれば、合計５単位構

成となる。いずれも、４単位の中に５単位性が隠

れており、偶数と奇数の調整をはかりつつも、対

称性構造を崩していることが理解される。なお、

頸部文様帯としたものは、実際は胴部上半の文様

帯であるが、頸部文様帯と胴部文様帯が融合した

文様帯でもある。楕円区画内には蛇行する爪形文

列や集合沈線文を充填施文するが、頸部の円形区

画文のみ蓮華状文を施文している。正面観を示し

ているのであろうか。

10は頸部の括れが弱く、５に類似する器形で、

頸部に無文帯を有する。この無文帯の位置は、９

の頸部文様帯の下段部分に相当するものと思われ

るが、文様帯の有様が多彩である。頸部の文様帯

には幅狭な楕円区画文を配し、胴部の幅広の文様

帯には交互に入り組む沈線文のモチーフを描いて

いる。沈線文には爪形文を沿わせている。

11は胴部上半部の文様帯を２帯に分割し、上段

に渦巻文を中心としたモチーフを、下段に楕円区
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画文を配する構成をとり、胴部の幅広文様帯には

円形文を中心としたモチーフを描くものと思われる。

12は括れる頸部と底部に楕円区画文帯を有し、

胴部を無文帯とする。胴部無文帯の区画隆帯には

刻み状の爪形文を施文する。楕円区画内には集合

沈線を施文する。口縁部文様帯は４単位に分割で

きる変形の３単位、底部には３単位に区画文を配

する構成である。

13は口縁部と底部を欠損するが、胴部に隆帯で

４単位の楕円区画文を施文する。文様帯の区画に

は波状沈線の沿う爪形文を施文している。

14は口縁部の、15は胴部の破片である。

16は無文の口縁部が開く器形で、口唇部に大き

な山形眼鏡状把手１個を有し、把手右側に蛇体を

表す蛇行隆帯文が垂下する。頸部には４単位で構

成する楕円区画文帯を設け、胴部に単節ＲＬ縄文

を横位施文する。

17は口縁部が内湾する器形であるが、16と同

様の文様帯構成で、頸部に４単位の楕円文を配す

る。区画隆帯の一部には、交互刺突文を施してい

る。胴部は単節ＲＬ縄文の横位施文である。

18は小形の深鉢で、口縁部が内折する器形であ

る。頸部に幅広１段の楕円区画文帯を巡らす。

19は３単位の波状口縁を呈する阿玉台式系の

器形で、波頂部を中心に対向する楕円区画文を施

文する。阿玉台Ⅲ式に比定されようか。

20は若干内湾する口縁部が開く器形で、口縁

部に鋸歯状の隆帯文を巡らせ、肥厚する垂下隆帯

の頭に渦巻文を施文する。隆帯で区画される胴部

は、蛇行状やクランク状のモチーフを組み合わせ

第169表　第53号住居跡出土石器観察表（第417～ 419図）

 番　号 器　種 分類 石　材 長さ(㎝) 幅(㎝) 厚さ(㎝) 重量(ｇ) 備　考

 417 - 89 石鏃 Ⅰ2① 黒曜石  2.0  1.8  0.4 0.9 

90 石鏃 Ⅰ2① チャート  2.9  1.9  0.5 2.1 

91 石鏃 Ⅰ2① チャート  [3.9]  [1.6]  0.4 1.6 

92 石鏃 Ⅰ2② 黒曜石  2.7  [1.9]  0.4 1.2 

93 石鏃 Ⅰ2② チャート  3.2  [1.8]  0.6 2.0 

94 大形粗製石匙 Ⅰ1②ア ホルンフェルス  [7.0]  8.6  2.7 118.3 

95 スクレイパー Ⅱ2①ア 砂岩  8.2  4.7  1.3 53.2 

96 スクレイパー Ⅱ1①イ 砂岩  6.8  9.6  2.0 136.8 

97 磨製石斧 Ⅰ②ア 砂岩  [7.8]  4.0  3.3 149.8 

98 打製石斧 Ⅰ①イ ホルンフェルス 10.2  3.4  1.9 85.0 

99 打製石斧 Ⅰ2②イ 緑色岩  [9.7]  3.0  1.4  51.4 

100 打製石斧 Ⅱ2①イ ホルンフェルス 11.6  4.5  3.0  161.4 

101 打製石斧 Ⅱ2①ア 頁岩 10.7  4.1  1.1 51.6 

102 打製石斧 Ⅱ2②イ 頁岩  8.5  4.1  2.1 81.6 

 418  - 103 打製石斧 Ⅲ2①ア ホルンフェルス 12.5  6.0  2.3 206.8 

104 打製石斧 Ⅲ2①イ 砂岩 10.8  4.5   1.9 127.4 

105 打製石斧 Ⅲ1①ア 頁岩 11.3  6.7  2.8 227.5 

106 打製石斧 Ⅲ2①ア 頁岩  8.4  4.2  1.8 64.5 

107 打製石斧 Ⅲ2①イ ホルンフェルス  8.9  5.8  2.1  92.8 

108 打製石斧 Ⅲ1②ア 砂岩 [10.4]  5.9  2.7 206.8 

109 打製石斧 Ⅱ2②ア ホルンフェルス  [9.1]  4.6  2.4 113.4 

110 敲石 Ⅳ1-3①イ 砂岩 10.1  5.1  2.9 190.1 

111 磨石 Ⅰ1-3②ア 砂岩  [5.8]  [4.2]  [5.0] 142.1 

112 磨石 Ⅱ1-3①イ 閃緑岩 13.5  7.5  3.5 620.1 

113 石皿 Ⅲ2②ア 緑泥片岩 [13.5]  [8.2]  [3.6] 526.8 

 419  - 114 石皿 Ⅲ2②ア 緑泥片岩 [27.6] [21.0]  4.6 3287.8 

115 石皿 Ⅱ2②ア 閃緑岩 [18.8] [23.8] 10.0 5586.4 表面一部黒色化
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て、複雑な文様を展開している。区画内の地文に

条線文を施文する。

21は大形の細長い円筒形土器であり、半截竹管

状工具の平行沈線で口縁部に「Ｍ」字状区画を施

し、蓮華状文を沿わせる。胴部には横位の単節Ｒ

Ｌ縄文上に幅広の爪形文でサンショウウオ文を３

単位に連ねるモチーフ構成をとる。

22は胴部に２段の楕円区画文帯を設けるもの

で、区画文の間には単節ＲＬ縄文を充填施文する。

23は底部付近であるが、縦位のパネル状区画文

を施文している。24、25も底部破片である。

26は円筒形土器で、地文に単節ＲＬ縄文を縦位

施文し、幅広沈線で鋸歯状区画文を施文する。区

画沈線には小波状沈線を沿わせている。

27はほぼ筒形の器形で、口縁部に眼鏡状把手を

付ける。口縁部は幅狭の楕円区画帯となっている。

胴部地文は０段多条ＲＬの縦走縄文である。

28は円筒形土器で、低平な隆帯で渦巻文と剣先

状文を一体化するモチーフを描いている。

29～ 32は地文のみの深鉢で、29は口縁部に環

状把手が付くようである。地文は０段多条ＲＬの

縦走縄文である。30、31は口縁部が直線的に開

く器形で、30は０段多条ＲＬの縦位施文、31は

撚糸文Ⅼである。32は口縁部がやや内湾し、胴

部に単節ＲＬ縄文を横位施文する。

33は胴部の張る小形の樽形土器で、規矩形のパ

ネル状区画文を施している。

34は小形で球形状の壷形土器で、口唇部に突起

を付け、胴部に２段の楕円区画文帯を設けている。

上段の区画文内には渦巻文と三叉文を組み合わせ

たモチーフを施文する。

35は器種不明であるが、胴部から蛇行隆帯の付

く棒状の把手が付く。胴部は半截竹管状工具によ

る３本平行沈線で区画文を施文する。

36はキャリパー形土器の底部が独立したよう

な小形の鉢で、波状文間に円形文を配するモチー

フを施文する。

37は０段多条ＲＬの縦走縄文を施文する胴部

の括れ部分である。

38～ 41は底部で、39は撚糸文Ⅼを施文し、他

は無文である。

42は台付土器の脚部である。円孔が空く。

43、44は浅鉢である。43は口縁部が内湾する

器形で、低平隆帯で渦巻文を施文している。44

は直線的に口縁部が開く浅鉢である。口縁内面に

稜を有する。

破片では、56、57は雲母を含み、２列の押引

文を施文する阿玉台Ⅱ式並行期の土器群で、58

は角押文を施文する勝坂式古段階の土器である。

59～ 62は幅広の爪形文やキャタピラ文の脇に

小波状沈線を施文するもので、勝坂式中段階の藤

内式段階に比定されよう。63～ 75は隆帯脇に沈

線を施文し、それに沿って爪形文と小波状沈線文

を沿わせるものや、蓮華状文を沿わせるものがあ

る。隆帯には刻みや、交互刺突文を施すもの、半

隆帯状のものなどがある。

76～ 78は縄文を施文する深鉢の口縁部破片で、

76は無節Ⅼ、77、78は単節ＲＬ縄文を横位施文

する。82、83は張り出す底部で、０段多条ＲＬ

の縦走縄文を施文する。

79～ 81は浅鉢で、79は口縁部が内湾し、文

様を有するもの、80、81は口縁部の開く浅鉢で、

波状口縁を呈するものである。

土製品では、84が小形の耳飾りで、鼓状を呈

する。

85～ 88は土器片を利用した土製円盤である。

石器は89～ 115が出土した。

89～ 93は石鏃である。このうち、91は両側縁

が鋸歯状で、先端が僅かに欠けている。この他、

92、93は正面左脚部が欠損している。

94は粗粒の石材を素材として用いた横型の大

形粗製石匙である。

95、96も粗粒の石材を利用しており、摘まみ

部がないことから、スクレイパーと判断した。
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97は乳棒状磨製石斧の刃部片である。

98 ～ 109は打製石斧である。98 ～ 102は短

冊形を呈する。刃部は98、100が片刃、99、101、

102が両刃である。103 ～ 108は撥形を呈する。

片刃の103を除いて、すべて刃部が両刃である。

109は基部片である。

110は自然礫を用いた敲石である。

111、112が磨石で、111は周縁に整形が施され

ている。また、正面及び裏面の中央に敲打痕が集

中している。

113～ 115は石皿の破片である。114は裏面に

凹痕を有する。

第54号住居跡（第420図～第424図）

Ｉ－21区に位置する。東側で第53号住居跡と

重複するが、本住居跡の方が古い。また、中央部

で第114号土壙と重複し、炉を含めた中央部が大

きく壊されている。

住居跡の平面形は北東方向に細長い楕円形で、

規模は長径5.8ｍ、短径5.5ｍ、深さ0.7ｍである。

壁溝は検出されず、壁は皿状に緩く立ち上がる

柱穴は合計23基が検出された。壁際に小ピッ

トが巡り、主柱穴と思われる柱穴は５基検出され

た。柱穴の規模、深さ、配置などから主柱穴と思

われる柱穴はＰ２、３、４、５、１の５基である

ことは明らかである。

主柱穴の深さは、Ｐ１＝83㎝、Ｐ２＝64㎝、

Ｐ３＝73㎝、Ｐ４＝90㎝、Ｐ５＝86㎝である。

炉跡は不明で、重複する第114号土壙によって

壊されているものと思われる。

埋甕は検出されなかった。

住居跡の覆土からは復元されるような個体や

大形破片はほとんど出土していない。しかし、重

複する第114号土壙からは復元可能な勝坂式中段

階の、およそ藤内式に比定される土器群が出土し

ている。したがって、住居跡はほぼ同時期か、そ

れ以前の時期の所産であると推定される。

遺物は第421図１～第424図62の土器類、石器

類が出土した。

土器類は１～44である。

第422図６、７はＰ２から、８はＰ３から、９

はＰ６から出土した。

１は波頂部から「Ｕ」字状隆帯を垂下し、波頂

下を相対する枠状文を区画し、複列の結節沈線を

施文する。阿玉台Ⅱ式に比定されよう。

２は下膨れ状の口縁部に多段の幅狭楕円区画

文を施文し、キャタピラ文状の押引文を施文する。

口唇上から端部で渦を巻く蛇行隆帯を斜めに垂下

する。新道式であろうか。

３は頸部で括れ、口縁部が開く器形で、口縁部

にキャタピラ文で三角形区画文を連ねるものであ

る。区画内は抉りの入る三叉文を施文する。頸部

から胴部にかけては、半截竹管状工具による平行

沈線で長方形状のパネル区画文を施文し、頸部で

は区画内に三叉文、区画の縁辺に刻みを施してい

る。胴部では区画文に沿ってキャタピラ文を施文

し、区画内に集合結節沈線を施文する。新道式新

段階から藤内式古段階にかけての段階であろう。

４は円筒形土器で、口縁部から円形文を繋ぐ隆

帯を斜位に垂下する。胴部のパネル区画文内には

単節ＲＬ縄文を横位施文し、区画の縁辺に刻みを

施している。

５は頸部から胴部にかけて３段の括れを有す

る瓢形土器で、外反する短い口縁部に斜位の結節

沈線、１段目の膨らみに単節ＲＬ縄文、２段目の

膨らみに三角押文の鋸歯状区画を施している。括

れ部の区画は細かなペン先状工具の三角押文で

行っている。新道式の新段階から藤内式古段階に

比定されよう。

10～ 25は平行する角押文を施文する土器群で、

大半は阿玉台Ⅱ式並行期の土器群である。11は

波状口縁、10、12～ 15は平口縁である。11は波

頂部下で相対する楕円状の区画文を長く押し引く

２列の押引文で施文する。12、13は口縁部の楕
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円区画に沿って２列の角押文を施文し、10、14、

15は口縁部区画に施文する。14は２種類の角押

文で区画し、地文に無節縄文Ⅼを縦位施文してい

るようである。15は角頭状の幅広い口唇部を有

し、口縁部裏面に２列の平行角押文を施文する。

16～ 25は断面三角形状の隆帯で区画及びモ

チーフを描き、平行角押文を施文するものである。

大半が雲母を含むが、16、22は含まない。20に

は粗い襞状整形痕が残る。

26は胴部に爪形文状の刻みを施すもので、襞状

整形痕を模したような施文である。

27は環状把手の付く山形状の波状口縁である。

環状把手から蛇行隆帯が垂下する。雲母を含んで

いる。

第421図　第54号住居跡出土遺物（１）

第171表　第54号住居跡出土復元土器観察表（第421図）

第170表　第54号住居跡柱穴計測表（第420図）

ピット№長径(cm)深さ(cm)ピット№長径(cm)深さ(cm)ピット№長径(cm)深さ(cm)ピット№長径(cm)深さ(cm)ピット№長径(cm)深さ(cm)

Ｐ１ 35.0 83.0 Ｐ２ 52.0 64.0 Ｐ３ 38.0 73.0 Ｐ４ 45.0 90.0 Ｐ５ 40.0 86.0 

Ｐ６ 22.0 35.0 Ｐ７ 30.0 25.0 Ｐ８ 30.0 33.0 Ｐ９ 20.0 23.0 Ｐ10 27.0 25.0 

Ｐ11 25.0 25.0 Ｐ12 22.0 30.0 Ｐ13 23.0 28.0 Ｐ14 20.0 12.0 Ｐ15 22.0 13.0 

Ｐ16 25.0 20.0 Ｐ17 20.0 15.0 Ｐ18 20.0 11.0 Ｐ19 24.0 15.0 Ｐ20 22.0 40.0 

Ｐ21 18.0 35.0 Ｐ22 20.0 35.0 Ｐ23 20.0 15.0 

番号 器高(㎝) 口径(㎝) 最大径(㎝) 底径(㎝) 備 考 番号 器高(㎝) 口径(㎝) 最大径(㎝) 底径(㎝) 備 考

421-1 [10.1] - - - 10% 421-4 [15.6] (19.8) - - 30%

    2 [11.0] - - - 20%     5 [8.7] (12.4) - - 30%

    3 [22.5] (27.7) - - 40%
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